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š ˓Ѧ分ਃが定められているか。

ȷ点౨実ғ分Ɲとにਃ࢘ᎍを定め、点౨ૢͳを行います。

点౨ᝧ˓ᎍ ŪŪ ŪŪ

日ࠝの້災ʖ防 定期に実する点౨ȷ౨௹

防້ਃ࢘ᝧ˓ᎍ ້Ψᝧ˓ᎍ ᆔК ғ 分 ਃ ࢘

○
○
課

○○課ᧈ

○○̞ ○○̞ᧈ ᐯ主౨௹ ཋ（構造等）関̞ ○○ ○○

šš̞ šš̞ᧈ ᐯ主౨௹ 防້ȷᢤᩊ設関̞ šš šš

ţţ̞ ţţ̞ᧈ ᐯ主౨௹ ᩓൢ設ͳ関̞
ᩓൢ主˓২ᘐᎍ
ţţ ţţ

š
š
課

šš課ᧈ

○○̞ ○○̞ᧈ ᐯ主౨௹ ້ൢ̅用設ͳ֥φ Ӳ້Ψᝧ˓ᎍ

šš̞ šš̞ᧈ ᐯ主౨௹ үᨖཋ設関̞
үᨖཋ取ৢᎍ
ŭŭ ŭŭ

ţţ̞ ţţ̞ᧈ ᐯ主౨௹ ෞ防用設ͳ等 ŧŧ ŧŧ

○ ෞ防計画のᐯ主౨௹ȁǧȃク表（日ࠝ）や（定期）を活用しましǐƏ。

○ ᝧ˓ᎍは、事業所のリーダーとなって対策を進めていかなけれƹならないᇌ場にƋ

ることから、ഏのᎍを指定します。

ȷ（̊）防災ሥྸᎍ、防້ሥྸᎍ

ȷ従業員に指ᅆ命令ができ、点౨ૢͳについてのೌᨂ及びᝧ˓をஊしているᎍ

○ ້Ψᝧ˓ᎍは、Ӳܴ、ǻクǷȧンƝとに定め、日ࠝの点౨をਃ࢘します。

○ 点౨ྰの編成は、ˁ 事上のᝧ˓ғ分やᣐፗཞඞなどをᎋॾして指定することが࣏要

です。

○ 従業員がݲない事業所では、一人で˴ࢫかをਃ࢘するなどします。

○ ᧉ業ᎍに̔᫂したり、資ݦ、要とする点౨ૢͳについては࣏ᧉ的知識や২ᘐをݦ

をஊする従業員を点౨ਃ࢘ᎍとして指定します。

１ 震災にͳえての事前計画

１-１ 防災についての˓Ѧ分ਃ

○ 地震は、地震動そのものによる被害のǄか、ʚഏ的にឪこる້災でも大きな被害

をもたらします。このため、地震にͳえた事前ȁǧȃクをするために、Ƌらかơめ˓

Ѧ分ਃしてƓきます。

○ 事業所にƓける点౨ૢͳは、一ᑍのܼࡊにൔ᠋して点౨ሖ所がٶく、一人ですǂ

てを行Əことは᩼ࠝにᩊです。

○ 職場でく人のɶから点౨ྰを編成し、˓Ѧ分ਃにࣖơて組ጢ的に点౨を行Əこ

とが࣏要です。

ポイント
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š 周ᡀのүᨖࣱ（地盤の᠂ࣱࢊ、෩ཞ化、ඬ等）をȏǶーȉȞȃȗ等で৭੮してい

るか。

š ࢍʒᘷなどを点౨する˳制がƋり、ᙀ、࢟Ө、௵、ُなどのᎊ度や変םሰཋの

െについて定めているか。

š Ǭȩスᆸのཞඞを確認し、лれやすいǬȩスに対して防止ਜ਼ፗをしているか。

š Ⴣெやༀ明֥φなどがᓳ下しないよƏにしっかり取り˄けているか。

š ሰཋの耐、ཋはሰ基แඥ上の新耐震基แˌ前（ଯ和56年（1981年））の

震ો修の̟進に関するඥࢷ（成Ჱ年ඥࢷᇹ123ӭ）に基づき耐震ᚮ断を行ってい

るか。

○ いつ地震がきても被害が大きくならないよƏにү害防止のᚇ点からཋ等の点౨

及びᙀࢍを行い、職場ƙるみでእから対策をᇌてます。

○ Ⴣெやༀ明֥φは、ૠか所˷分に定するなど、安全ࣱについてҗ分˷ᘽをもった

ᙀࢍをします。

○ 従業員がˁ事をしている場所や業Ѧዒዓのために重要な場所などから耐震ᙀࢍを

。要です࣏り、安全ᆰ間を確保することが

○ 耐震ᚮ断を実した場ӳは、ᚮ断ኽௐに基づき࣏要な耐震ᙀࢍ等を実します。

なƓ、耐震ᚮ断、耐震ᙀࢍを実するᨥは、高度な知識と২ᘐを࣏要とすることか

らݦᧉܼに̔᫂するよƏにします。

○ 事業所にƓけるүᨖࣱをܲᚇ的に৭੮し、対ࣖすることのЈஹる˳制をૢͳするた

めに、一定ᙹの地震の発生を想定し、被害७ಮをƋらかơめ৭੮するよƏにします。

１-２ ࢍཋの点౨とᙀ˺、ሰཋ

○ 首都直下地震が発生すると、ੵれや地盤の෩ཞ化により東京都でٶૠのཋが全

ْӍはҞْになると想定されています。

○ のȢȫǿȫやǿイȫのはくᩉ、ᆸǬȩスやჃெなどُٳ、ཋが全ْしなくても

のᓳ下、Ȗȭȃクتやᧉ௵などのْ͂のүᨖは、いたる所にƋります。

○ ǳンクリート造のཋにƓいては、˯ޖ᨞にൔǂ高ޖ᨞に大きな被害が発生しま

す。また、大ᝤࡃのよƏに大ᙹᆰ間をஊするཋでは、ӵټʟのᓳ下被害が

。く確認されていますٶ

○ 修ጣをしてƓくことが大ࢍཋの点౨を行い、不ͳがƋった場所はᙀ˺ሰཋや

Џです。

○ 地震による被害を想定し事業所防災計画を˺成することが࣏要です。

ポイント

ȁǧȃク事
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□ 周辺の危険性（地盤の軟弱性、液状化、津波等）をハザードマップ等で把握してい

るか。

□ 建築物の土台、柱、壁などの老朽度や変形、亀裂などを点検する体制があり、補強

手段について定めているか。 

□ ガラス窓の状況を確認し、割れやすいガラスに対して飛散防止措置をしているか。 

□ 看板や照明器具などが落下しないようにしっかり取り付けているか。

□ 建築基準法上の新耐震基準以前（昭和56年（1981年））の建物は、建築物の耐

震改修の促進に関する法律（平成７年法律第123号）に基づき耐震診断を行ってい

るか。

○ いつ地震がきても被害が大きくならないように危害防止の観点から建物等の点検

及び補強を行い、職場ぐるみで平素から対策を立てます。 

○ 看板や照明器具は、数か所余分に固定するなど、安全性について十分余裕をもった

補強を施します。 

○ 従業員が仕事をしている場所や業務継続のために重要な場所などから耐震補強を

図り、安全空間を確保することが必要です。 

○ 耐震診断を実施した場合は、診断結果に基づき必要な耐震補強等を実施します。

なお、耐震診断、耐震補強を実施する際は、高度な知識と技術を必要とすることか

ら専門家に依頼するようにします。 

○ 事業所における危険性を客観的に把握し、対応することの出来る体制を整備するた

めに、一定規模の地震の発生を想定し、被害態様をあらかじめ把握するようにします。 

１-２ 建築物、工作物の点検と補強

○ 首都直下地震が発生すると、揺れや地盤の液状化により東京都で多数の建物が全

壊又は半壊になると想定されています。 

○ 建物が全壊しなくても、外壁のモルタルやタイルのはく離、窓ガラスや看板など

の落下、ブロック塀や門柱などの倒壊の危険は、いたる所にあります。 

○ コンクリート造の建物においては、低層階に比べ高層階に大きな被害が発生しま

す。また、大型量販店のように大規模空間を有する建物では、吊天井の落下被害が

多く確認されています。 

○ 建築物や工作物の点検を行い、不備があった場所は補強修繕をしておくことが大

切です。 

○ 地震による被害を想定し事業所防災計画を作成することが必要です。

ポイント 

チェック事項
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š 。下、ᡫែなどにᢤ難のᨦܹとなるཋがፗかれていないかࡔ

š オフィス家具類ሁの᠃͂防ഥਜ਼ፗをしているか。

š コピーೞや自ѣᝤ٥ೞのような量ཋのᆆѣ防ഥਜ਼ፗがさ

れているか。

š 家具類の᠃͂、ᓳ下、ᆆѣによりᆸǬȩスがлれることはないか。

Ũ 。下やᡫែには自ѣᝤ٥ೞやロッカー類をፗかないようにしますࡔ

Ũ 家具類の᠃͂ȷᓳ下ȷᆆѣによりᆸǬȩスをлらないよう、ᆸǬȩスのᡈくにᣐፗ

しないようにします。

Ũ ᠃͂防ഥ֥具がɢがɟٳれてもᘮܹをӖƚにくいᣐፗにします。

Ũ ૰１のオフィス家具類の᠃͂ȷᓳ下ȷᆆѣ防ഥݣሊᲢᲭ０᳸ᲣもӋ考にݣሊを

ܱ施します。

š ੵれによってүᨖཋがあƾれЈることはないか。

š ᭗タンクሁのᓳ下防ഥਜ਼ፗはܦμか。

š 。μな場で使用されているかܤ

š ᡛሥなどのዼᘔᘺፗのೞᏡはよいか。

š ཋԼの᠃͂、ᓳ下ሁによるฆ合ႆ້を防ƙਜ਼ፗはしているか。

１-Ჭ オフィス家具類の᠃͂ȷᓳ下ȷᆆѣ防ഥݣሊ

Ũ 大きな地ᩗでは、オフィス家具類ሁの᠃͂、ᓳ下Ӎはᆆѣがႆဃします。

Ũ ᭗ޖ᨞Ტಒƶ 10 ᨞ˌ上Უでは、大きくǏっくりしたੵれᲢᧈԗ地ᩗѣᲣに

より、オフィス家具類が᠃͂ᓳ下することに加え、コピーೞや自ѣᝤ٥ೞのよう

な量ཋが大きくᆆѣします。

Ũ これら量ཋのᆆѣによりࢼಅՃሁがਬまれないようにすることが、៲のܤμ

を確保する上で大Џです。

１-Ხ үᨖཋのໜ౨とܤμਜ਼ፗ

Ũ 地ᩗによるᘮܹは、地ᩗのᙹ、ႆ ဃ場などによってီなることから、үᨖཋ

をᝪᔺӍはӕりৢうʙಅにあっては、үᨖཋの種類、ૠ量、施ᚨのᙹ、࢟७ሁ

に応じたүᨖཋ施ᚨのܱ७にあったݣሊをᇌてておく必要があります。

ȁǧックʙ

ȁǧックʙ

ȝǤント
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š 。下、ᡫែなどにᢤ難のᨦܹとなるཋがፗかれていないかࡔ

š オフィス家具類ሁの᠃͂防ഥਜ਼ፗをしているか。

š コピーೞや自ѣᝤ٥ೞのような量ཋのᆆѣ防ഥਜ਼ፗがさ

れているか。

š 家具類の᠃͂、ᓳ下、ᆆѣによりᆸǬȩスがлれることはないか。

Ũ 。下やᡫែには自ѣᝤ٥ೞやロッカー類をፗかないようにしますࡔ

Ũ 家具類の᠃͂ȷᓳ下ȷᆆѣによりᆸǬȩスをлらないよう、ᆸǬȩスのᡈくにᣐፗ

しないようにします。

Ũ ᠃͂防ഥ֥具がɢがɟٳれてもᘮܹをӖƚにくいᣐፗにします。

Ũ ૰１のオフィス家具類の᠃͂ȷᓳ下ȷᆆѣ防ഥݣሊᲢᲭ０᳸ᲣもӋ考にݣሊを

ܱ施します。

š ੵれによってүᨖཋがあƾれЈることはないか。

š ᭗タンクሁのᓳ下防ഥਜ਼ፗはܦμか。

š 。μな場で使用されているかܤ

š ᡛሥなどのዼᘔᘺፗのೞᏡはよいか。

š ཋԼの᠃͂、ᓳ下ሁによるฆ合ႆ້を防ƙਜ਼ፗはしているか。

１-Ჭ オフィス家具類の᠃͂ȷᓳ下ȷᆆѣ防ഥݣሊ

Ũ 大きな地ᩗでは、オフィス家具類ሁの᠃͂、ᓳ下Ӎはᆆѣがႆဃします。

Ũ ᭗ޖ᨞Ტಒƶ 10 ᨞ˌ上Უでは、大きくǏっくりしたੵれᲢᧈԗ地ᩗѣᲣに

より、オフィス家具類が᠃͂ᓳ下することに加え、コピーೞや自ѣᝤ٥ೞのよう

な量ཋが大きくᆆѣします。

Ũ これら量ཋのᆆѣによりࢼಅՃሁがਬまれないようにすることが、៲のܤμ

を確保する上で大Џです。

１-Ხ үᨖཋのໜ౨とܤμਜ਼ፗ

Ũ 地ᩗによるᘮܹは、地ᩗのᙹ、ႆ ဃ場などによってီなることから、үᨖཋ

をᝪᔺӍはӕりৢうʙಅにあっては、үᨖཋの種類、ૠ量、施ᚨのᙹ、࢟७ሁ

に応じたүᨖཋ施ᚨのܱ७にあったݣሊをᇌてておく必要があります。

ȁǧックʙ

ȁǧックʙ
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Ũ үᨖཋのᝪᔺӕৢ量や施ᚨ࢟७を考慮して、םのうやԈ着材ሁをҗЎͳえておき

ます。

Ũ ዬ࣯のүᨖཋのӖƚ入れなど、ᡈᨩのүᨖཋ施ᚨをਤƭʙಅとのңщ体Сを˺

っておくこともஊјです。

Ũ үᨖཋ施ᚨから施ᚨٳへのүᨖཋの්Ј、ਘを防ഥするためにᚨƚられた防ء、

൦ไ、Ўᩉ、්Ј防ഥءሁがᄊした場合のݣ応ሊもᜒじておきます。

š ້ൢᚨͳሁのஜ体、༓૰ܾ֥の᠃͂防ഥਜ਼ፗなどをしているか。

š ້ൢᚨͳሁのԗに༓えやすいものをፗいていないか。

š ້ൢᚨͳሁのԗから᠃͂、ᓳ下するӧ༓ཋሁ

がないか。

š ԗがɧ༓材でғဒされた場ሁ、ܤμな場

で使用されているか。

š 自ѣෞ້ᘺፗӏƼ༓૰の自ѣͣഥᘺፗが˄いて

いるか、また、ദしくೞᏡするか。

Ũ ້ൢᚨͳሁの᠃͂、ᓳ下防ഥਜ਼ፗは、地ᩗѣにҗЎ᎑えられる強度をਤった施工を

します。

Ũ ༓૰ᣐሥやコックなどは、ೞᏡや材ឋのໜでよりܤμなೞ֥を使用します。

Ũ ້ൢᚨͳሁがᚨፗされている場からのЈ້を防ƙため、ԗのૢྸ、ૢ ᪶をܱ施

します。

１-Ჯ ້ൢᚨͳሁのໜ౨とܤμਜ਼ፗ

Ũ もっともٶく້ൢᚨͳሁを使用するžϤのٲ方ſに地ᩗがႆဃすると、ӷにૠٶくの

້がႆဃするとʖेされています。

Ũ ້ൢᚨͳሁからのЈ້を防ƙには、ᚨͳஜ体、ԗのཞඞなどをໜ౨し、ɧͳʙをો

ծしておくことが大Џです。

１-Ჰ ෞ້֥ሁのแͳとᢘദሥྸ

Ũ 地ᩗには້がӷにႆٶすることがʖेされます。

Ũ ້ႆဃにෞ້֥ሁを確ܱに使えるようにଐ᪭のໜ౨とጀをܱ施します。

ȁǧックʙ

ȝǤント

ȝǤント
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□ 消火器等が指定された場所に常備されているか。また、

物品の転倒、落下などで消火器等が使用不能にならずに 

容易に持ち出せる位置にあるか。 

□ 消火器等に変形、腐食などがないか。

○ 消防法等により、消火器等の設置が義務付けられている事業所では、定期的に点検

を実施する必要があります。 

○ 建物の規模、使用形態等により、消防設備士、消防設備点検

資格者などの有資格者による点検が必要となる事業所があり

ます。 

○ 自主的に消火器等を設置した事業所でも定期的に点検を実

施し、いつでも使用できるようにします。 

○ 消火器は粉末消火器、強化液消火器などの種類があり、対

象物に適応した種類の消火器を配置します。 

□ 家具類の落下や移動で扉が開かなくなるようなことはないか。

□ 避難する通路や階段に障害となるような物はないか。 

□ 都区市町村が作成する防災マップ（ハザードマップ）等を定期的に確認しているか。 

□ 避難場所まで避難する場合の一時集合場所、避難順路、誘導方法等が複数定められ

ているか。 

１-７ 建物からの安全避難の確保

○ 廊下や出入口周辺には物品を置かないよう日頃から点検しておきます。

○ 仕事をしている場所から一時避難できる場所までの避難経路を複数考えておき

ます。 

○ 事業所周辺の地域の危険性を把握しておくことが必要です。

〇 避難場所等の指定はおおむね５年ごとに見直され、令和４年９月１日から第９

回指定の運用が開始されました。詳しくは東京都ＨＰをご確認ください。 

チェック事項

チェック事項

ポイント 
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□ 避難場所まで避難する場合の一時集合場所、避難順路、誘導方法等が複数定められ

ているか。 

１-７ 建物からの安全避難の確保

○ 廊下や出入口周辺には物品を置かないよう日頃から点検しておきます。

○ 仕事をしている場所から一時避難できる場所までの避難経路を複数考えておき

ます。 

○ 事業所周辺の地域の危険性を把握しておくことが必要です。

〇 避難場所等の指定はおおむね５年ごとに見直され、令和４年９月１日から第９

回指定の運用が開始されました。詳しくは東京都ＨＰをご確認ください。 

チェック事項

チェック事項

ポイント 

9

○ 避難する際は、エレベーターを使用せずに階段を使

用します。

○ 建物外壁の窓ガラスや看板などの落下、ブロック塀等

の倒壊の危険性があることから慌てて外に飛び出さな

いようにします。

○ 避難場所等へ避難する場合は、車両等を使用せずに徒

歩とします。

□ 初期消火活動や救出・救護のために必要な資器材が用意されているか。

□ ライフラインの途絶や従業員等の帰宅困難者に備え、必要な非常用物品等の保管数、

使用期限等の点検方法や保管方法を定めているか。 

○ 準備した資器材や非常用物品は、階層やゾーンご

とに分散し、すぐ使える場所に保管します。 

○ 非常用物品は、帰宅困難者となる従業員等を含めて、

一人あたり３日分を目安に準備します。 

○ 雑用水としても水を多く必要とするため、貯水槽などに常に水をためておきます。 

避難所と避難場所の違い 

〈避難所とは〉 

災害により住宅を失った場合に一定の期間避難生活をする場所です。具体的な施

設としては、小中学校や公民館など公共施設が多くあります。 

〈避難場所とは〉 

地震などによる火災が延焼拡大して地域全体が危険になったときに避難する場

所で、大規模な公園や団地、大学などが指定されています。

１-８ 資器材・非常用物品等の準備

○ 初期消火や救助・救護活動に必要な資器材を準備しておく必要があります。

○ 帰宅困難者（従業員、在館者等）が事業所内に待機できるよう、３日分の必要な

水、食料、寝具等を準備しておく必要があります。 

チェック事項

ポイント 

ポイント 
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ȷ᩼ࠝ用ཋԼሁは、ਤちЈしやすい場にͳᔛ保ሥします。

ȷͳᔛ保ሥ施ᚨにْሁのऀれがある場合は、Ўして保ሥします。

š ጀを定的にᘍうことにƭいて定めているか。

š 地ᩗによるᘮܹをे定したጀをܱ施しているか。

š 。の৮Сに᧙するጀをܱ施しているかܡ困難ᎍのɟ૪࠙ܡ࠙

š ܱ施にƭいては、ૼ入ᅈՃが入ᅈするや防のଐ

Ტ９உ１ଐᲣሁ、ʙЭにൿめておきます。

Ũ ጀはあらかじめ定めた˓ѦЎਃにؕƮいてᘍいますが、ਦ定された˓Ѧˌٳの

ѣϋܾを৭੮しておくことも必要です。

Ũ ிʮෞ防࠻țーȠȚーǸではጀのӋ考となるѣဒをኰʼしています。Ტp.41 ૰

ᲬӋༀᲣ

Ũ ᢘЏな応࣯࢘をᘍえるよう、Ꮛ、ጀをଐ᪭からᘍっておくことが要です。

種 К Լ Ӹ

応࣯࢘用Լ
ĬҔᕤԼᲴൈᓏෞ剤、やƚどᕤ、ഥᘉ剤ሁ

ĭ࣯用ԼᲴഥᘉ࠘、Ѽ࠘、ǬーǼ、ɤᚌࠉ、ばǜそうこうሁ

助˺ಅ用֥材 Ǹȣッǭ、のこƗり、Ȑール、スコッȗ、ਃ、ൗࠋሁ

᩼ࠝ用ཋԼ
দ中ᩓ໊、ਘ٣֥、ȩǸオ、ᩓ൷、ビニールᘥ、、タオル、防

൦Ƿート、ൗࠋ、Șルȡットሁ

ဃ必ᩔԼ

Ĭ૰Ტፃᛄ、ʑȑン、ǤンスタントԼሁᲣᲭଐЎgࢼಅՃሁૠ

ĭ૰൦Ტ１ʴ࢘たり１ଐᲭリットルᲣᲭଐЎgࢼಅՃሁૠ

Įઃ࠘༓૰、カǻットコンロ、カǻットボンș、、やかǜሁ

įቇତトǤȬ

İݏ具ሁᲢൗݏ、ࠋᘥሁᲣ

᩼ࠝਤちЈしԼ 要類ሁ

１-９ Ꮛ、ጀ

Ũ ଐ᪭からʙಅ防ᚘဒの必要ࣱや˓ѦЎਃにƭいて、定̊ȟーȆィングなどの

ೞ˟をਵえて、すべてのࢼಅՃが確認、৭੮しておくことが大Џです。

Ũ ᘮܹをஇݱᨂに৮えるためには、μՃが的確にѣすることが必要です。そのた

めにはଐ᪭のጀによりӲ自の˓Ѧ、ᘍѣをᙾえておくことが必要となります。

ȁǧックʙ

ȝǤント

᩼ࠝ用ཋԼሁとしてแͳしておくと̝利なものᲢ̊Უ
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・非常用物品等は、持ち出しやすい場所に備蓄保管します。

・備蓄保管施設に損壊等の恐れがある場合は、分散して保管します。

□ 訓練を定期的に行うことについて定めているか。

□ 地震による被害を想定した訓練を実施しているか。

□ 帰宅困難者の一斉帰宅の抑制に関する訓練を実施しているか。

□ 実施時期については、新入社員が入社する時期や防災の日

（９月１日）等、事前に決めておきます。 

○ 訓練はあらかじめ定めた任務分担に基づいて行いますが、指定された任務以外の活

動内容を把握しておくことも必要です。 

○ 東京消防庁ホームページでは訓練の参考となる動画を紹介しています。（p.41 資料

２参照） 

○ 適切な応急手当を行えるよう、 教育、訓練を日頃から行っておくことが重要です。

種 別 品 名 

応急手当用品 
①医薬品：殺菌消毒剤、やけど薬、止血剤等

②救急用品：止血帯、包帯、ガーゼ、三角巾、ばんそうこう等

救助作業用資器材 ジャッキ、のこぎり、バール、スコップ、担架、毛布等 

非常用物品 
懐中電灯、拡声器、ラジオ、電池、ビニール袋、軍手、タオル、防

水シート、毛布、ヘルメット等 

生活必需品 

① 食料（缶詰、乾パン、インスタント食品等）３日分×従業員等数

②飲料水（１人当たり１日３リットル）３日分×従業員等数

③携帯燃料、カセットコンロ、カセットボンベ、鍋、やかん等

④簡易トイレ

⑤寝具等（毛布、寝袋等）

非常持ち出し品 重要書類等 

１-９ 教育、訓練

○ 日頃から事業所防災計画の必要性や任務分担について、定例ミーティングなどの

機会を捉えて、すべての従業員が確認、把握しておくことが大切です。 

○ 被害を最小限に抑えるためには、全員が的確に活動することが必要です。そのた

めには日頃の訓練により各自の任務、行動を覚えておくことが必要となります。 

チェック事項

ポイント 

非常用物品等として準備しておくと便利なもの（例） 

11

＜協力体制の協定先の例＞ 協定内容を把握しているか。 

・他事業所の自衛消防隊 ・自主防災組織

・地域住民（町会・自治会等） ・その他の震災時に協力を得られる団体等

○ 自らの事業所だけではなく、周辺地域の消火活動及び救出・救護活動の相互支援を

行う体制をつくるようにします。また、日頃から近隣の町会などが行う防災訓練には

積極的に参加し、相互協力体制のきずなを築くことが大切です。 

□ 責任者等は、情報の事実を確認するとともに、その後の情報収集のため必要な指示

を担当者に与えるようになっているか。 

□ 収集した情報は、必要に応じ、速やかに従業員等に伝達するようになっているか。 

○ テレビ、ラジオ、区市町村の地域防災行政無線等から正確な情報をつかむようにし

ます。 

１-１０ 周周辺辺地地域域のの事事業業所所、、住住民民等等ととのの連連携携とと協協力力

○ 震災時には、自らの事業所と隣接事業所や防災市民組織、住民等とが消火作業や

救出活動、資器材の援助等を協力して行うことで被害の拡大を防ぐことができます。 

○ 防災市民組織、地域住民等との協定を事前に取り決めておくなど、地域における

相互協力体制を構築しておくことが大切です。 

１-１１ 南海トラフ地震臨時情報

○ 南海トラフ沿いで異常な現象が観測され、南海トラフ地震と関連する調査を開始

した場合や観測された異常な現象の調査結果を発表する場合に南海トラフ地震臨

時情報が気象庁より発表されます。 

○ 気象庁が発表する情報を早く正しく集め、従業員等に伝え、地震発生に備えるこ

とが必要です。 

○ 営業時間の内外を問わず、臨時情報等が発せられた場合の応急措置についてあら

かじめ定めておき、速やかに行動できる体制を整備しておくことが大切です。 

チェック事項

ポイント 

ポイント 

チェック事項

○ 放送設備等により情報を伝える場合は、外部の人に動揺や混乱を与えないように、

あらかじめ定めた放送文例により落ちついて放送します。
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□ 従業員に対して、家族等との安否確認手段の周知・利用啓発をしているか。

□ 従業員及び家族との安否確認の方法及び連絡手段を複数検討しているか。

○ 震災時は、固定電話や携帯電話が通話規制によりつながりにくくなることから、従

業員に対して、家族等との安否確認の連絡手段を確保するよう周知します。 

○ 従業員及び家族との安否確認等の連絡手段については、携帯電話の災害用伝言板や

災害用伝言ダイヤル 171、SNS（ソーシャル・ネットワーク・サービス）等を活用

するとともに、複数の手段をあらかじめ定めておきます。 

１-１２ 安否確認の周知

○ 東日本大震災後に、東京都が行った、発災時に都内にいた外出者に対するアン

ケート調査結果によると、帰宅行動を開始した理由として、「家族と連絡が取れず、

安否が気になったため」と回答した人が多く見られました。 

チェック事項

ポイント 

1.3

1.8

2

2.8

2.8

2.9

3

5.3

8

8.8

9.1

14.3

14.4

19.9

4.5

3.4

4.8

4.4

4.3

9.2

10

8.3

3.9

11.7

7.7

3.2

6.8

3.9

5.7

5.9

3.8

9.7

8.8

3.2

4.4

8

9.7

1.8

0 5 10 15 20 25 30 35

滞在していた施設から退出を告げられた

周囲の人たちが帰っていた

滞在場所で安全や情報が確保できなかった

他に行き先や待機場所がなかった

学校や幼稚園の迎えがあった

道が混雑して帰れなくなると思った

電車の運行再開まで時間がかかる

自宅の家財などの散乱状況が気になった

家族と連絡は取れたが余震などが心配だった

家族と連絡が取れず安否が気になった

会社や上司、学校などから帰宅指示

電車の運行再開が分からなかった

業務や用事が終わった

電車が動きだした

帰宅を開始した理由＜３つまで＞ （単位：％）

最も重要な理由 ２番目の理由 ３番目の理由

N=4,000 人 
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š 。ԁ確認െのԗჷȷ利用գႆをしているかܤして、家ଈሁとのݣಅՃにࢼ

š 。ԁ確認の方法ӏƼᡲዂെをᙐૠ౨᚛しているかܤಅՃӏƼ家ଈとのࢼ

Ũ ᩗは、固定ᩓᛅやઃ࠘ᩓᛅがᡫᛅᙹСによりƭながりにくくなることから、ࢼ

ಅՃにݣして、家ଈሁとのܤԁ確認のᡲዂെを確保するようԗჷします。

Ũ ԁ確認ሁのᡲዂെにƭいては、ઃ࠘ᩓᛅのܹ用ˡᚕெやܤಅՃӏƼ家ଈとのࢼ

ܹ用ˡᚕȀǤȤル 171、SNSᲢǽーǷȣルȷȍットȯークȷǵービスᲣሁを用

するとともに、ᙐૠのെをあらかじめ定めておきます。

１-１Წ ԁ確認のԗჷܤ

Ũ ிଐஜ大ᩗࢸに、ிʮᣃがᘍった、ႆにᣃϋにいたٳЈᎍにݣするアン

Ǳートᛦ௹ኽௐによると、࠙ܡᘍѣをڼしたྸဌとして、ž家ଈとᡲዂがӕれƣ、

。くᙸられましたٶԁがൢになったためſとׅሉしたʴがܤ

ȁǧックʙ

ȝǤント

1.3

1.8

2

2.8

2.8

2.9

3

5.3

8

8.8

9.1

14.3

14.4

19.9

4.5

3.4

4.8

4.4

4.3

9.2

10

8.3

3.9

11.7

7.7

3.2

6.8

3.9

5.7

5.9

3.8

9.7

8.8

3.2

4.4

8

9.7

1.8

0 5 10 15 20 25 30 35

๛נしていた施ᚨからᡚЈをԓƛられた

ԗのʴたちが࠙っていた

๛נ場でܤμやऴإが確保できなかった

˂にᘍきέやࢳೞ場がなかった

のᡇえがあったטᆐ࠷やఄܖ

ᢊがฆᩃして࠙れなくなると࣬った

ᩓのᢃᘍϐまで間がかかる

自ܡの家ᝠなどのʏཞඞがൢになった

家ଈとᡲዂはӕれたが˷ᩗなどが࣎ᣐだった

家ଈとᡲዂがӕれƣܤԁがൢになった

˟ᅈや上Ӯ、ఄܖなどから࠙ܡਦᅆ

ᩓのᢃᘍϐがЎからなかった

ಅѦや用ʙがኳǘった

ᩓがѣきだした

したྸဌᲶᲭƭまでᲸڼをܡ࠙ ᲢҥˮᲴᲟᲣ

இも要なྸဌ ᲬဪႸのྸဌ ᲭဪႸのྸဌ

N=4,000 ʴ
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š 。しないſことをԗჷしているかڼಅՃሁにžǉやみにᆆѣをࢼ

š ೞ場がʙಅࢳμなܤಅՃをသめるためのࢼできるようになるまでڼをܡ࠙

ϋに確保されているか。

š 。具ሁᲣをแͳしているかݏ、困難ᎍのための᩼ࠝ用ཋԼᲢ૰、૰൦ܡ࠙

š ฆʏཞඞӏƼއ˰地ሁを考慮したࠀᡚᅈᚘဒӏƼ࠙ܡ地を˺しているか。

Ũ 困難ᎍሁのႆဃによるฆʏを防ഥするため、žǉやみにᆆѣܡして࠙ݣಅՃሁにࢼ

をڼしないſやž࠙ܡ困難ᎍࢽ࣎ 10 かவſをࡁ࣋します。

Ũ ܡಅՃがᬜԗᡀやᢊែ上に๛သする大量の࠙ࢼ

困難ᎍのɟʴとして、ᨼׇ᠃͂にࠇき込まれたり、

້やᓳ下ཋሁによりүᨖなཞ७にさらされない

ようにਜ਼ፗする必要があることを認ᜤします。

Ũ ʙಅにおいてɟ૪࠙ܡを৮Сすることは、

助ȷ࣯ѣ、ෞ້ѣ、ዬ࣯ᡛѣሁの応࣯

ѣをᡆᡮかƭό๖にܱ施するためのʙಅのᝧѦ

であることを認ᜤします。

１-１Ჭ ɟ૪࠙ܡの৮С

Ũ ிଐஜ大ᩗでは地ᩗのࢨ᪪でிʮᣃϋのʩᡫೞ᧙がͣഥしたため、Ჯ１Ჯɢʴ

をឬえる࠙ܡ困難ᎍがႆဃしᬍᣃחを中࣎に大ฆʏがឪきました。

Ũ 地ᩗႆဃႺࢸのɟ૪࠙ܡᘍѣは、ٶૠの࠙ܡ困難ᎍのႆဃによるฆʏやʚഏܹ

にƭながるおそれがあります。

Ũ 困難ᎍሁのႆဃによるฆʏを防ܡ࠙

ഥするためには、žǉやみにᆆѣをڼ

しないſことをࢼಅՃሁにࡁ࣋すること

が要です。

Ũ ɟ૪࠙ܡを৮СするためにʙЭにᚘ

ဒをᇌてるとともに、˟ ᅈでࢳೞするࢼ

ಅՃのためにܤμなࢳೞ場や必要な

൦、૰、ݏ具ሁのͳᔛԼをแͳしてお

く必要があります。 ฑ๛するᣃϋᢊែᲢிଐஜ大ᩗᲣ

ȁǧックʙ

ȝǤント
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š 帰宅ᩊᎍに対する待ೞに̞るకϋ、安全な場所ǁのᛔݰなどのМ用ᎍ保ᜱのため

のਜ਼ፗがᜒơられているか。

š ᑄ等で、൦やトイȬ及び情報੩̓を受けることがでࡃഩによる帰宅ኺែ、ඝᢊのࢻ

きる災害時帰宅ૅੲスȆーǷȧンを৭੮しているか。

○ 東日本大震災では、「ᩓのᢃ行ϐがいつになるか分からなかった」といƏྸဌ

で帰宅行動をڼした帰宅ᩊᎍがٶくいたことから、ᤧ ᢊのᢃ行ཞඞを情報੩̓す

る˳制をΪ実さƤます。

○ 情報を੩̓する場ӳは、ϋ્ᡛ設ͳ、ȇǸǿȫǵイȍーǸ等を活用し、᪦٣や૨

。ͳにᣐॾしますૢؾやすいࢽによる情報੩̓を実するなど、情報を܌

○ ᬜ周ᡀの事業所では、ᬜ前๛သᎍ対策ңᜭ会とᡲઃし、帰宅ᩊᎍを一時๛נ設

にᛔݰするなどМ用ᎍ保ᜱをるよƏにします。

帰宅ᩊᎍ１０ࢽ࣎かவ

１ Ƌわてƣᬳがƣ、ཞඞ確認

２ ઃ帯ȩǸǪをポǱȃトに

３ ˺ってƓこƏ帰宅地（東京都防災Ȟȃȗを見る）

４ ȭȃǫーけたらスȋーǫー（防災ǰȃǺ）

５ தのɶにȁȧǳやǭȣȩȡȫ（ቇତ料）

Ჰ 事前にܼଈでᛅしӳい（ᡲዂെ、ᨼӳ場所）

Ჱ 安ԁ確認、災害用ˡᚕダイȤȫ等やᢒくのᚃী（災害用ˡᚕダイȤȫȷ

災害用ˡᚕெ）

Ჲ ഩいて帰るጀを

Ჳ ራにࣖơたϬଡ଼แͳ（ઃ帯ǫイȭやǿǪȫなど）ܓ

10 ٣をੑけӳい、яけӳƓƏ

１-１４ 帰宅ᩊᎍ対策

○ 帰宅ᩊᎍの発生抑制には、ܼଈ等との安ԁ確認や一斉帰宅の抑制の取り組みを

推進することが大Џです。

○ 東日本大震災では、一ᢿの設に受入ӧᏡ人ૠをឬえる帰宅ᩊᎍがᨼɶしたこ

とにより、設の確保と受入れがᩊとなった事業所がƋりました。

○ 事業所の従業員等に対する情報の੩̓、保ᜱૅੲ、ʩᡫെの確保などについて

対策をᇌててƓくことが大Џです。

ȁǧȃク事

ポイント
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š 帰宅ᩊᎍに対する待ೞに̞るకϋ、安全な場所ǁのᛔݰなどのМ用ᎍ保ᜱのため

のਜ਼ፗがᜒơられているか。

š ᑄ等で、൦やトイȬ及び情報੩̓を受けることがでࡃഩによる帰宅ኺែ、ඝᢊのࢻ

きる災害時帰宅ૅੲスȆーǷȧンを৭੮しているか。

○ 東日本大震災では、「ᩓのᢃ行ϐがいつになるか分からなかった」といƏྸဌ

で帰宅行動をڼした帰宅ᩊᎍがٶくいたことから、ᤧ ᢊのᢃ行ཞඞを情報੩̓す

る˳制をΪ実さƤます。

○ 情報を੩̓する場ӳは、ϋ્ᡛ設ͳ、ȇǸǿȫǵイȍーǸ等を活用し、᪦٣や૨

。ͳにᣐॾしますૢؾやすいࢽによる情報੩̓を実するなど、情報を܌

○ ᬜ周ᡀの事業所では、ᬜ前๛သᎍ対策ңᜭ会とᡲઃし、帰宅ᩊᎍを一時๛נ設

にᛔݰするなどМ用ᎍ保ᜱをるよƏにします。

帰宅ᩊᎍ１０ࢽ࣎かவ

１ Ƌわてƣᬳがƣ、ཞඞ確認

２ ઃ帯ȩǸǪをポǱȃトに

３ ˺ってƓこƏ帰宅地（東京都防災Ȟȃȗを見る）

４ ȭȃǫーけたらスȋーǫー（防災ǰȃǺ）

５ தのɶにȁȧǳやǭȣȩȡȫ（ቇତ料）

Ჰ 事前にܼଈでᛅしӳい（ᡲዂെ、ᨼӳ場所）

Ჱ 安ԁ確認、災害用ˡᚕダイȤȫ等やᢒくのᚃী（災害用ˡᚕダイȤȫȷ

災害用ˡᚕெ）

Ჲ ഩいて帰るጀを

Ჳ ራにࣖơたϬଡ଼แͳ（ઃ帯ǫイȭやǿǪȫなど）ܓ

10 ٣をੑけӳい、яけӳƓƏ

１-１４ 帰宅ᩊᎍ対策

○ 帰宅ᩊᎍの発生抑制には、ܼଈ等との安ԁ確認や一斉帰宅の抑制の取り組みを

推進することが大Џです。

○ 東日本大震災では、一ᢿの設に受入ӧᏡ人ૠをឬえる帰宅ᩊᎍがᨼɶしたこ

とにより、設の確保と受入れがᩊとなった事業所がƋりました。

○ 事業所の従業員等に対する情報の੩̓、保ᜱૅੲ、ʩᡫെの確保などについて

対策をᇌててƓくことが大Џです。

ȁǧȃク事
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○ ጀ等を実したኽௐを確認し、ોծしていく取り組

み（ＰᲾᲽǵイクȫ）を取り入れます。

○ ጀ等を実した場ӳは、その実ኽௐᚡ録を˺成し

保܍するよƏにします。

ＰᲾᲽ ǵイクȫ

Ｐ（Ｐ᳦᳨᳛） ᳸ 計画の策定 Ჴ 事業所の実७にࣖơ事業所防災計画を˺成する。

Ჾ（Ჾᳩ） ᳸ 実ȷ実行 Ჴ 事業所防災計画にඝってጀ等を実する。

Ჽ（Ჽ᳢᳥᳟᳝）᳸ 点౨ȷᚸ̖ Ჴ 事業所防災計画にඝっているかどƏかを確認する。

（᳝ᳮ） ᳸ 修正ȷોծ Ჴ 事業所防災計画にඝっていないᢿ分を修正等する。

Ｐｌａｎ

Ｄｏ

Ｃｈｅｃｋ

Ａｃｔ

１-１５ その˂

ģጀ等による事業所防災計画の౨ᚰと見直しĤ

○ ˺成した事業所防災計画については、定期的なጀ等をᡫしてϋܾの確認や౨ᚰ

を行い、ࠝにјௐ的でјྙ的なものとなるよƏ見直しをることが大Џです。

ポイント

Ƃ災害時帰宅ૅੲスȆーǷȧンƃ Ƃ災害時ǵポートスȆーǷȧンƃ

災害時に൦ᢊ൦ȷトイȬȷȆȬȓ及びȩǸǪからの災害情報を੩̓し、ࢻഩ帰宅ᎍを

ૅੲするǳンȓȋǨンスストǢ、ȕǡーストȕーȉ、ȕǡȟリーȬストȩン及びǬǽリ

ンスǿンȉなどのң力事業ᎍのࡃᑄ

災害時帰宅ૅੲスȆーǷȧンの 災害時ǵポートスȆーǷȧンの

スȆȃǫー スȆȃǫー




